


■日時：
　平成 27 年 11 月 28 日（土）
　開場：13:00　シンポジウム：13:30 ～ 17:45
　※シンポジウム終了後、懇親会（有料）を予定しています。

■会場：
　〒101-8308　東京都千代田区神田駿河台 1-8-14
　日本大学理工学部　駿河台キャンパス　１号館 3 階　131 教室
■参加費：
　シンポジウム：一般 1,000 円　会員 500 円　学生 無料

■プログラム
　講演Ⅰ：高橋志保彦　「魅力ある道」
　講演Ⅱ：泉　英  明　「水辺からはじまる都市のアクション」
　講演Ⅲ：横内　憲久　「公共水域の民間利用～天王洲浮体式水上レストランの事例」

■パネルディスカッション
　高橋志保彦　神奈川大学 名誉教授
　泉　英  明　有限会社ハートビートプラン 代表取締役
　横内　憲久　日本大学 理工学部 まちづくり工学科 教授
　天野　光一　PDC 理事長、日本大学 理工学部 まちづくり工学科 教授
　伊  藤　登　PDC 副理事長、株式会社プランニングネットワーク 代表取締役
　御代田和弘　PDC 理事、4FRAMES 代表

■主催：一般社団法人 パブリックデザインコンソーシアム
■後援：都市環境デザイン会議、特定非営利活動法人 景観デザイン支援機構、一般社団法人 ランドスケープアーキテクト連盟、
　　　　一般社団法人 団地再生支援協会、公益社団法人 土木学会 景観・デザイン委員会
■お問い合わせ：一般社団法人パブリックデザインコンソーシアム　事務局　tel:03-6807-8611　e-mail:info@pdc-j.org

1970 年頃、歩行者天国を皮切りに街中の公共空間の活用は始まりました。
その後、第四次全国総合開発計画においてトランジットモールが位置づけら
れるなど、全国に公共空間活用の動きが広がりを見せましたが、安全、防犯、
運営、管理などの課題から、一時のブームほどの勢いは衰え、その後は思う
ように普及することはありませんでした。しかし、近年ではオープンカフェ
の社会実験に代表されるよう道路空間のオープン化が各地で始まり、道路だ
けでなく河川においても公共空間の活用は推進されるようになりました。これら
の動きは、公共空間の民間開放により地域ににぎわいをもたらすばかりでなく、
新たなビジネスチャンスを生み出し、地域の経済を支援する仕組みの提供として
捉えることができます。全ての利用者の安全性やアクセス性を高めるととも
に、地域のコミュニティを育む場として、道路や河川といった公共空間を捉
えなおし、さらにここを地域の経済活動の場として活用することで、多面的
な地域活性化につながるものと考えます。本シンポジウムでは、公共空間の
活用に関わる先駆的活動に取り組まれてきた方々を招き、実践の手法や問題
解決のポイントを伺い、この動きを全国に展開し定着させるためのアイデア
や手法について考えたいと思います。
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日本大学理工学部
１号館

参加申込み方法
一般社団法人パブリックデザインコンソーシアムのホームページにある「PDC 秋季シンポジウム

申し込みフォーム」からお申し込みください。

シンポジウム会場案内図

※本シンポジウムは、「都市計画 CPD」「造園 CPD」の認定プログラムとして申請予定です。

http://www.pdc-j.org

高橋  志保彦
神奈川大学名誉教授
建築家、都市デザイナー
1936 年 新潟県生まれ

Shiohiko Takahashi

横内  憲久
日本大学理工学部まちづくり工学科 教授
日本大学大学院不動産科学専攻 教授
1947 年 東京都生まれ

Norihisa Yokouchi

泉  英明
有限会社ハートビートプラン代表取締役
都市プランナー
1971 年 東京都生まれ
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